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岡本淑人教授略一歴
1927年　東京生
経歴
1950年　早稲田大学文学部哲学科心理学専攻卒業。
1950年以降　輿論科学協会、マーケティングセンター、
1988年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本科学技術連盟な
どで社会調査、市場調査、品質管理などの研究、実施に従事。また
早稲田大学、埼玉純真女子短期大学、白鴎大学などで心理学、社会
心理学、行動の科学、ゼミナールなどを担当。
文学博士
主たる著書
1958年
1959年
1966年
1973年
1989年
1996年
産業心理学ハンドブック　共著　同文館
経営の心理（3）マーケティング　共著　筑摩書房
経営数学セミナー第6巻　共著　ダイヤモンド社
官能検査ハンドブック　共著　日科技連出版社
評価・診断心理学辞典　共著　実務教育出版
イメージと行動　単著　白鴎大学出版局
主たる学術論文
1951年　世論調査の信頼性について　フィロソフィア　21号（早稲田大学哲
　　　　学会）
1952年　衛生教育の効果判定について　ヘルスエディケーションNo．3（日
　　　　本公衆衛生協会〉
1953年　集団決定と講義の行動変容に及ぽす効果の比較　教育心理研究第1
　　　　巻第2号（日本教育心理学会）
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1955年　CM聴取の心理行動　VOICE　OFVOICENo．8（朝日放送）
1956年　デミング方式によるサンプリング　市場調査54号（輿論科学協会）
1956年　広告効果測定の問題点とその方法　民間放送研究第3巻第7号（日
　　　本民間放送連盟）
1958年盛り場選択動機の調査市場調査68号（輿論科学協会）
1961年市場調査からみた薬　教育と医学の会第9巻第7号（教育と医学
　　　の会〉
1973年購買心理とその変化　企業診断　第18巻第7号（同友館）
1980年　新商品・新銘柄と消費者行動一イメージ形成とその発展について一
　　　商品開発研究No．8（日本ビジネスレポート社）
1988年　迷信・格言への態度と行動　心理学研究　第59巻第2号（日本心理
　　　学会）
1988年　イメージと行動との関連についての実証的研究（博士論文）早稲田
　　　大学文学研究科
1989年　Economic　Psychology　in　Japan　Applied　Psychology　An
　　　Intemational　Review　Vol．38，Issue4　（The　International
　　　Association　ofApphed，Psychology）
1995年　心理学からみた小山市のゴミ分別とその問題点　白鴎ビジネスレビ
　　　ュー第4巻第1号
主たる学会発表論文
1950年　同一世帯における意見の相互影響について　日本心理学会第14回大
　　　会
1952年　販売政策に対する経済心理学的考察　日本心理学会第16回大会
1953年　市場調査における購買動機の分析　日本心理学会第17回大会
1954年　選択肢配列の順位の影響について　日本心理学会第18回大会
1955年広告効果測定の研究について　日本心理学会第19回大会
1956年　市場調査における投影法の応用　日本心理学会第20回大会
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1957年
1958年
1962年
1981年
1984年
1985年
1986年
1987年
1995年
社会現象の予測　日本心理学会第21回大会
特定盛り場の背景地域に関する分析　日本心理学会第22回大会
テレビCMの効果測定について　日本心理学会第26回大会
地震流言と人間行動について　日本心理学会第45回大会
Recent　development　ofthe　Rorschach　study　in　Japan　第11回国際
ロールシャッハ投影学会
迷信・格言への態度と行動（第1報）日本心理学会第49回大会
迷信・格言への態度と行動（第2報一日本とメキシコの比較〉　日
本心理学会第50回大会
迷信・格言への態度と行動（第3報一日本とメキシコの比較）日本
心理学会第51回大会
迷信・格言への態度と行動（日本と台湾の比較）　日本心理学会第
59回大会
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白鴎大学思い出すままに
岡　本　淑　人
　白鴎大学の設立された1986年4月、初めての授業のため、小山駅に降り立
った。夕闇が迫り始めた小山駅前は、現在と異り、何処の地方小都市にもあ
るように、お店の建物は低く、床屋・果物屋・パチンコ店などが並び、一歩
裏通りに入ると、蕎麦屋・一膳飯屋・小料理屋・中華料理店・バーなどが軒
を連ね、夕食を準備する人々が忙しく動き回っていた。
　授業は1限の心理学であったが、遠方より来る教員のための職員宿舎があ
るというので、授業前日に来たわけである。
　駅前で客待ちしているタクシーに乗り、臼鴎大学へと頼む。運転手はもの
も言わず車は走り出す。当時は車も少なく渋滞もなく、アット言う間に町並
みを過ぎ、観晃橋にさしかかる。途端に眺望が開け、臼鴎大学の建物が見え
出す。正門前で車を降りる。この時の料金、記憶に誤りなければ350円位だ
ったと思う。
　職員宿舎は大学本館の斜め向かいにあった。今は教職員駐車場の中にあり、
学内清掃を行っている方の休憩室になっている。
　その当時現在教職員駐車場と大学本館の間にある道はなく、そこは大学構
内であった。勿論そこは大学所有地であり別に何の問題もなかった。ただし
大学の正門からマルベリーホールの一部、短大6号館を結び、更にグランド
にぶつかってから左へ曲がる細い土地が小山市所有地であり、それが大学校
地内を横切っており、大学はそれを借りている状態であった。
　一方小山市では近代都市へ向かっての都市計画を考えており、かねてより
思川堤防に沿った市道と、大学正門前にある道との連結を地元の意向も考慮
し計画、また大学周辺の道路拡張も考えていた。
　一方大学側も、法学部棟建設を機に大学内にある小山市所有の土地をすっ
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きりさせることもあり、その結果上記市所有地と、現在教職員駐車場と大学
本館の間にある大学校地および正門右側からグランド方向に伸びる道路に沿
った大学校地との交換を行い、現在の道が出来たのである。
　この道ができてから、車への便は艮くなったものの、そこを走る車のスピ
ードは増し、道を歩く者にはハラハラさせる場面にもしばしば出くわす。大
学正門前に信号機がつけばよいがと思い、事故の起きないことを祈る次第で
ある。
　閑話休題。「今日は。岡本です」
　その声に応じて顔を出されたのが、警備室と職員宿舎担当の船山さんの奥
様ヨシ子さんである。大柄であるがいつもニコニコ、大変優しいおばさんで
ある。
　「初めまして岡本先生、大学からうかがっております。どうぞお上がり下
さい。お部屋はこちらです」。
　二階へ案内される。窓越に大学本館の玄関が、そして体育館が見える。
　これ以後毎週1～2回、宿舎の廃止まで朝夕の食事、寝具の準備など、奥
様から大変なお世話を受ける。
　暫くして玄関で声をかけ入ってこられた方が鳥潟先生である。3月の非常
勤講師の集いで初めてお目にかかったが、声が大きく、またお名前が珍しい
のでよくお覚えていた。
　開学初年度は1年生の授業しかないので、大学へ来られる先生も少なく、
その夜先生と2人で食卓を囲む。鳥潟先生は戸棚からウイスキーの瓶を出し
私に
　「先生、これニンニクづけのお酒、体に良いですよ、どうですか」
　「えっ、ニンニク酒、どうもニンニク苦手で、ビールにしますよ」
　これ以後鳥潟先生とは毎週泊まった夜いろいろと議論を重ね、大変楽しい
夜を送ったものである。先生は朝早く、5時ごろには起床され約1～2時間
近所を散歩されるので、夜は8時ごろには就寝されていた。しかし日をおっ
て議論が自熱し、時には9時、10時になることもあり、私と議論するとつい
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寝るのが遅くなってしまうなと笑われることもあった。
　1年生、初の卒業生となる1期生の入学者は262名であった。
　新設の大学としてこの学生をどう指導してゆくか。この指導原理は本学の
学則第1条にある。それは経営知識と外国語知識を兼備し、国際的視野にた
って産業界や経済界に活躍できる人材の育成としているが、これを具体的に
示さなければ学生はついてこない。
　その具体策の第1段階として上岡一嘉学長は、学生に大学へ入ってからの
目的を持つことを強く要望していた。
　考えてみると現在の学生は、大学を人生の通過儀礼と考え、親が言うから、
周りの者が行くから、だから大学へ行こうと考え、まず大学へ入ることが高
校や中学での、否、早いものでは小学校や幼稚園から親に言われ、それを目
標にした場合がよく見受けられる。それゆえ大学入学という目的を達すると、
大学で何をなすべきかの目標喪失が起こり、心理学で言う「燃えつき症候群」
に陥り、無力な日々を送るものがしばしば見受けられる。この観点からすれ
ば上岡学長の示した具体的な教育方針は正鵠を得たものと言えよう。
　しかし学生に目的を持てと言っても、それだけで彼らが明確な目的を立て
るわけではない。特に新設大学では、始めからそこを目指したのではなく、
他大学を受験したが失敗し、そこへ来るものが多い。彼らに面接してみると、
多くはそこに入学したことに劣等感を持ち、中には高校時代の友達に大学名
を言うのを嫌う者もいる。
　1期生の自鴎大学生にもこれと同じ傾向が見られた。そこで私は心理学の
授業を通して、まずこの種の劣等感を払底することを考え、その手段として
学生に具体的な目標・目的を持たせることを考えた。勿論授業だけの付き合
いでは不十分なので、1限終了後、学生達を誘い、談笑することも考えた。
　近くに喫茶店でもあり、のんびりした雰囲気で話せれば良いのだが、大学
周辺には喫茶店らしきものもないので、講師控室を活用した。
　前述のごとく学生は1年生だけ、そして先生も語学と一般教養課程の先生
しかいないので、およそ一般の大学らしい雰囲気はないが、それだけに学生
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達は先生との接触を強く望んでいた。そんなことから2限がない者、或いは
休講になった時幾人かの学生が話にやって来るようになり、やがてその輪が
広がり、お蔭様で殆どの学生の名前を覚えることもできた。
　劣等感をなくすために私がよく話したことは、精神分析学者Adlerの説で
ある。彼によれば、人問は生れた時は誰でも立つことも、歩くこともできず、
寝たままである。やがて目が見えだし、周りを見ると人は皆立ち、歩いてい
る。この時初めて新生児に劣等感が生れる。だから人問誰でも先ず劣等感を
味わうことから人生が始まる。
　しかしやがて乳児は立ち、歩き初めそして劣等感を克服した快感を味わう。
この無意識の感情がやがて劣等感を克服する原動力になる。だから誰でも劣
等感を克服する力を持っているのである。
　しかしこの記憶を明確に持っている者はいない。そもそも人間の記憶でも
っとも古いものは幾つぐらいの時であろうか。今まで調べた範囲では早くて
2才半頃、遅いものでは5才頃であるが、3才半ばから4才半ばにかけての
者が一番多い。それゆえAdlerの指摘する新生児から乳児期へかけての記憶
はない方が普通である。彼はそれを精神分析の手法によってよみがえらせた
のである。
　このような話を皮切りに、入学試験では1点差の問に100～200人ぐらいの
受験生がいることは稀でない。だから大学に受かるか落ちるかは運に左右さ
れることも大変多く、君たちが白鴎大学に入ったのは運がよく、他大学を落
ちたのは運が悪かったからである。どこの大学に入ったかではなく、今いる
大学で充実した・有意義な生活を送るにはどうすればよいのか、卒業した後
でも大学生活は良かったという思い出を残すために何をなすことが重要であ
り、それが自分の将来とどう結び付いてゆくかを考えるべきである。
　こんなことを話題にしているうちに、人生、未来、恋愛、家庭、学業、悩
みなどを様々なものが巧まずして語られ、大学で何をすべきかの目的が学生
達に自発的に立てられるようになってきた。
　いろいろのタイプの学生がいたが、いずれも自分たちがしっかりとし、白
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鴎大学を盛りたてるべきであると考え、また何もかも自分たちで新しく作り
上げてゆこうとする気概が醸成されてきた。
　開学2年目、社会心理学の授業が始まる。この時間が5限、一泊して翌朝
1限に心理学を担当する。今まではちらほらしか見えなかった学生も増え、
校内を行き来する学生にも少しずつ大学らしい風景が見られるようになって
きた。
　その当時心理学は1年生、社会心理学は2年生と学年指定がされていた。
心理学の基本をきっちりとつかみ、その蓄積のもとに、より専門的な社会心
理学を履修するという構想であった。
　そもそも英語・数学・国語・物理・化学等のように中学や高校でその一部
を修得した学問は、大学の授業としてなされても、その内容がどんなもので
あるか、おおよその予測が立つ。
　しかし心理学のように中学・高校にない学問はそれがどんなものか、その
イメージが学生に沸いてこない。試しに4月の授業初めに心理学とはどんな
学問と思うか、それを書かせてみると、多くの学生は人の心を“ずばり”と
読むことができる、恋人の本心が分かる、性格を知ることができるなど週刊
誌などによく掲載されていることが目立ち、占い的な学問として心理学を考
えていることが分かる。それは臼鴎大学生に限らず、他の大学でも同じであ
る。
　それゆえ心理学の授業は、先ずこの偏見をとり、心理学とは人問行動の科
学であり、人間の行動を観察し、説明し、それから一つの法則の発見を目指
す学問であることを認識させることから始めてゆく。
　現代心理学理論の主たる流れは、精神分析学、行動心理学、経験主義心理
学、ゲシュタルト心理学、条件反射学、脳科学を基調とする生理心理学、行
動比較学などがあり、これらが縦糸・横糸として織りなされている。そこで
これらの学派の考えの核心を講義するが、それとともに我々の現実場面、例
えば信号のある交差点で、赤信号で止まった人、それを無視し歩行する人の
行動をこれら理論はどのように説明するか。その行動に各理論を適用し具体
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的に説明、それぞれの理論の違いと似通っている点を指摘し各理論の特長を
認識させる。
　そうすると、理論理解とともに、人間行動の観察がいかに重要であるか、
換言すれば心理学とは行動観察から始まることが容易に体得されてゆく。
　さらにレポートとして「人問行動（自己および他者）を観察し、5Wを用
い記述、心理学の理論を用いてそれを説明せよ（1W）」と題し提出を求め
た。ここで言う5Wとは、when，where，who，what，howであり、1W
とはwhyである。
　この「何故一Why」は、自己行動については可能としても、他者について
は推定となる。然しながら他者を了解する手掛かりとは何かを修得させるの
に役立った。
　友人と自分との確執を双方の立場から研究し、仲直りの端著を発見したと
か、飼い犬と家族の食事行動を観察比較し、生得的行動と条件反射より得た
訓練行動の違いを実感し、この両者の本質の違いを見極めたりなどいろいろ
な行動研究があった。
　中には実験を行ったものもあった。例えば小山駅や、或いは大学の廊下に
硬貨を落しておく。それもある時は10円、ある時は100円、或いは500円と金
額を変えて置く。こうすると、明らかに金額が多くなるに従い注目され、拾
われる頻度が高くなる。それはなぜか、ごく身近かなものから問題解決の糸
口を考えた者。時には千円札に細い糸を張り付け、拾われそうになると、糸
を引っ張りお札を移動させる。その動きに対する拾うものの行動観察をした
者もいた。
　これと同じ課題は社会心理学でも課した。然し社会心理学では環境と人問
との相互関係と、それが人間形成や行動にどう影響するかが中心課題となる。
この環境は大きく分けると自然環境と人間環境（詳しくは拙著『イメージと
行動』参照）となるが、これらの人間に及ぼす影響は計り知れないものであ
る。この立場からの見方が大きく心理学で取り上げられるようになったのは
1950年代であり、この観点からの心理学が社会心理学である。
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　勿論心理学である以上、心理学の理論がその根底にあるが、心理学そのも
のでは、その個人の生得的なものとその発達研究により重点が置かれ、とも
すると環境的要因が軽視される傾向があった。
　しかし1950年以降における心理学の研究は、その生得的なものに及ぼす環
境の影響がいかに重要か、極論すると人間形成要因の2割位は生得的なもの
によるが、8割位は環境によるとするものが続々と現われ、ここに社会心理
学が確立されることとなる。
　そこで社会心理学におけるレポートの観点も、「人間行動（自己および他
者）を観察し、5Wを用い記述、社会心理学の立場からそれを説明せよ（1
W）」となる。
　HaU，E．が提唱した個人空問の講義を行った関係もあるが、それにヒント
を得て、電車や図書館での席取り行動を観察し、人間が持つ携帯用縄張りが
いかに人間行動を左右するかを痛感したとするレポート。或いは歩行者を妨
害する存在実験、例えば大学1号館と短大本館の間の道で、3つの学生の集
まりを作り、歩行の邪魔になるようにたたずむ。そこを通ろうとする人は大
変迷惑顔し、ものも言わずかきわけるようにして通る、「そこ開けて」と声
を掛けて通る人。時にはそこを通らず迂回する人もあり、集団で道を占拠す
ることが、いかに他人に迷惑を掛けるものであるかを実感、以後大学から小
山駅までの歩道を群がって歩くのを止めた学生もいた。
　人問心理と他人への思い遣りを知るとともに、社会心理学が躾の上でも多
くの効果を発揮したと今でも思っている。
　性格への関心は強く、性格を論ずる講義や性格テストを実施すると、受講
者以外の学生達が、そのテストを持参していろいろ聞きに来ることもあった。
血液型と性格との関連に関する興味も強く、よく質問されるので、この両者
に関する実験を行い、性格と血液型に有意な関係のないことを示したことも
あった（拙著前掲書参照）。
　開学3年目、専門科目の授業も始まる。心理学、社会心理学に加え市場調
査論を担当、3コマ担当の予定であった。ところが1988年2月に入って上岡
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学長から
　「岡本君、4月からマーケティングゼミナールも担当してくれないかな。
学生からの要望があるんだよ」
　「え、私今非常勤でここに来ているんですが、それでもいいんですか。そ
れにもうゼミの募集は終っているんでしょう」
　「うん、だけど4月に入ってから募集するよ」と学長。
　「学生集まるんですか」と私。
　「大丈夫、学生がそう言っているんだから」
　「そう、それではやってみますか」
　こんないきさつから4月に入って募集したら10人の学生が集まってきた。
顔ぶれを見ると1年次で心理学、2年次で社会心理学を連続履修した者、或
いは1年次で心理学または2年次で社会心理学のいずれかを履修した者が大
部分、ほとんどその顔を知っている者であった。その上他に決まっていたゼ
ミをやめて、マーケティングゼミに応募したと言う。
　マーケティングゼミでは、教科書としてマーケティングエッセンシャルズ
を用い、毎週1章約30頁を読み、それをまとめレポートとし、ゼミ員の前で
発表し、4年次は卒業論文を書いてもらうが、それでもよいのかと念を押す。
皆それでもよいと言う。
　ゼミに限らず一般授業で提出されるレポートを見ると、学生に文章を書く
力のないことが分かる。考えると小学校から高校迄の授業で、文章を書きそ
の添削を受け、文章を書く力をつける授業がなかったから当然であろう。
　それゆえ私のゼミでは3年次にレポートを毎週提出させた。その狙は専門
書を読む力をつける、文章を書く力をつける、そして皆の前で発表する力を
つけるの3つを大きな目標とした。付随的に図書館やその他で参考資料を探
し、その資料をレポートに引用する力もついた。また教科書で分からないこ
とは、自らの調査や辞典などを参考にし、各自の努力で明らかにする習慣を
つけさせ、それでも分からないことを発表会にし、各自の努力で明らかにす
る習慣をつけさせ、それでも分からないことを発表会で質問し、解決するこ
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ととした。これで養成された力が4年次で卒論を書く時に大いに発揮され
た。
　それゆえ私のゼミでは毎週提出されるレポートを私が添削しこれを返し
た。毎年のことであるが、前期はこの添削にかなりの時間を取られ、土曜・
日曜の大部分がこれに取られた。しかし後期に入ると殆ど私が手を入れる必
要のないレポートをゼミ員は書くようになった。
　そんなことで結局、非常勤にもかかわらず、4コマを持ち、木曜日の4
限、5限、一泊して金曜日の1限と3限を担当するようになった。
　この頃から丸山先生や渡辺忠先生方とも職員宿舎で泊まり合わせることが
多くなり、宿舎での夕食も賑やかになってきた。
　市場調査論の授業は講義と調査実習を織り混ぜて行った。市場調査が現実
の企業の中で、業務として行われている以上、市場調査論を受講した学生が
卒業後企業で働いた時、理論に基づき、きちんとした市場調査を計画し、実
行する力を持って欲しいという思いからである。
　市場調査の源流を考えると、市場調査の考えがアメリカで起きたのは、
1910年頃とされている。その頃はCommercial　researchと名付けられ、
Parlin，C．C．が製造業、小売業、農民に面接し、農機具の調査をした記録が
ある。市場調査の用語は1920年頃より使用され初め、アメリカ西部の開発に
伴う商品流通の拡大は、商人やメーカーに市場情報の必要性をますます感じ
させ、市場調査がビジネスの一部として認識され、個人、団体に市場調査の
熟練者が増え、市場調査専門機関の設立をもみるに至った。その後アメリカ
の不況による消費者需要の減退に伴い、消費者需要喚起のための消費者中心
の市場調査活動が盛んに行われるようになった。かくしてアメリカ企業は
個々の企業内部に組織的、系統的に消費者の欲求を把握し、選択する体制と
して、市場調査部門を作り、また政府、大学の諸機関、市場調査専門機関な
どを利用し市場調査を行った。これらにより消費者の欲求が把握され、消費
者を満足させる商品開発が行われるようになった。
　このような市場調査の発達を支える学問的基盤は、標本抽出理論、心理学
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理論、統計学理論の3つに集約され、これ等理論の発展に伴い市場調査も発
展してきた。
1．標本抽出（samp㎞g）理論は科学的方法で標本抽出を行うための基盤で
あり、無作為抽出法（random　sampling　me出od）がその手法としてもっと
も優れたものであり、また標本数と誤差との関係が科学的に管理される道を
開いた。
2．調査は言語を介して行われるので、質問と回答の関係、調査票作成の手
法などは、心理学の刺激と反応の理論や文章心理学理論に基づき、また面接
の手法は社会の中の人間関係論などを応用したものである。さらに消費者が
意識しない購買行動を探るためのグループインタービューや深層面接法の手
法は、精神分析理論を用いたものである。
3．統計学理論は標本抽出理論も含むが、とくに回収されたデータの集計分
析を支えるものであり、検定、相関分析、要因分析、多変量解析、多次元尺
度解析、実験計画、需要予測などであり、調査結果を多角的に分析するのに
役立つ。
　こんな観点から前期の講義は市場調査の歴史とその意義、調査票作成の心
理学的理論が中心であった。実習は5～6人ごとの班に分かれ、各班ごとで
マーケティング的な問題を立て、それを解決するための調査の立案と調査票
作成とし、夏休みには、班ごとで作成した調査票で面接調査を行い、それを
レポートにまとめさせた。
　後期授業は標本抽出の理論の講義、そしてモデル母集団からの標本抽出の
実習を行い、ランダムサンプリングが正しく母集団を推定する方法であるこ
と、また其の時に生ずる誤差の計算とその意義の考察から、ランダムサンプ
リングがいかに大切であるかを体験させた。統計的手法については上記分析
の意義を講義し、実習では主として相関分析と検定を体験させた。
　日本では大正10年頃、神戸市の呉服屋が市場調査らしいものを行った記録
があるが、本格的な市場調査が行われるようになったのは、1950年夏以降で
ある。それにいち早く取り組んだのが輿論科学協会であり、その成果は同協
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会発行の市場調査専門誌「市場調査」に掲載されている。その創刊号は1950
年9月に発行されたが、創刊号の英文は、MARKETSURVEYである。しか
し10月に出版された第2号ではこれがMARKETING　RESEARC且になって
いる。
　これはアメリカでCommercial　researchの後での市場調査をMarketselvey
と名付けていた。しかし創刊号刊行後に来たアメリカマーケティング協会発
行の機関誌に、Market　selveyとは市場調査の実施を指し、広い意味での市
場調査はmarketing　researchとする解釈があったので2号より英文名を変え
たのである。のちMarketselveyは市場実査と訳されるようになった。
　市場調査のパイオニアとしての輿論科学協会の活動は、その後の日本にお
ける市場調査の発展に大きく寄与したが、同協会が初めて本格的市場調査と
して行ったものは、雪印乳業、田辺製薬、興和化学から依頼されたものであ
り、1950年に実施された。筆者もこの調査に加わり、それ以後同協会の多く
の調査に参加した。
　一方1951年、Deming博士が日本科学連盟に招請され、日本で初めての品
質管理と市場調査の講座を開いた。筆者もこれに参加し、市場調査や品質管
理について多くのことを学んだ。
　同年11月には、同連盟主催の「MRセミナー」と名付けた市場調査の講座
が1週間にわたり開かれ、これに日本各地からの企業が参加した。同講座は
現在まで継続しており、市場調査の普及に大きく貢献した。筆者も第2回目
の同セミナーに講師として参加し、そこで同じく講師をしていた竹内清氏
（現・石巻専修大学教授、白鶴大学開学当初から統計学の授業に御協力を戴
いた）とも知りあった。第3回目セミナーには上岡学長にも講師として参加
して戴いた。こんな長年の経験の積み重ねは、市場調査論の授業にも大変役
立った。
　開学4年目、第1期生が4年生となり、いよいよ第1回の卒業生を送り出
すことになる。ゼミの4年生は卒論の作成と就職に忙しい日を送っていた。
　当時ソニーでフロッピーカメラをマビカと称し売り出そうとしていた。こ
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のカメラは撮影した映像を2インチのビデオフロッピーに記録し、即座に家
庭のテレビに映して楽しむというものであった。撮影方法も簡単でフィルム
の代わりにビデオフロッピーをカメラに入れ、シャッターを押すだけという
簡単なものであった。
　ゼミの斎藤、田端、高山、地野の4君はこの新製品のマーケティング戦術
とその成功性をテーマとして卒論を考えた。そのための市場調査は共同して
行い、その分析とマーケティング戦術は各自で行った。その見通しではこの
種の新製品は消費者に受け入れられないであろうと結論づけたが、現実にも
成功せず、卒論の正しかったことが立証された。
　また根本（現姓高井）さんは病院のマーケティングをテーマとし、患者が
病院を選ぶ心理の分析を行った。
　古川、黒田の両君は非営利マーケティングとして、公共施設としてのプー
ル・テニス場など小山市発展のためにどう役立つかをテーマとし、小山市民
を対象とした基礎調査を共同で行いその後の分析は各自で行った。
　神谷、井上両君のコーヒー店経営のマーケティング、上滝君の生命保険の
マーケティングなど皆多くの努力を払って卒業していった。
　当時まだバブルがはじけていないとはいえ、白鴎大学生の就職のため上岡
学長がその顔の広さをフルに活用し、先頭に立ち多くの企業を訪問、また三
菱関係企業には鳥潟先生が多くの努力を払われ、就職部も全力をあげ、就職
先の開拓に努めていた。
　その成果のお蔭で、5月に田端君が東京田辺製薬から内定をもらい、その
後9月までにゼミ員全員が就職先を決め、11月頃までには就職希望の白鴎大
学のすべての学生の就職が決まった。
　またこの年の夏、観晃橋の工事現場にお化けが出るという噂が広まった。
この噂がどう広がっていったのか、社会心理学を受講していた2年生の小原
陽子さんと車田久美子さんがこれに興味を持ち、この現象について研究した
いと、授業後に相談を受けた。その頃社会心理学で流言についての講義もし
ていたので、その手法を用い「お化け流言の研究」を始めることにした。彼
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女らは冬休みも、翌年の春休も返上し、お化け流言経路の追跡調査を行い、
夏休みにそれをまとめあげた。その成果は白鴎大学新聞15、16号に連続掲載
してある。さらにそれを研究報告書としてまとめ、自鴎大学出版局から発行
した。このような熱意ある学生がこれからも出ることを願って止まない。
　開学5年目（1990年）、白鴎大学で専任教授として6コマを担当する。既
述の4コマに加えゼミもう1つとスペイン語が加わった。水曜日2限、木曜
4、5限、金曜1、3、5限を担当、これ以来定年まで3日2泊の小山での
生活が始まった。
　曜日の関係で違いはあるが、職員宿舎では既述の先生に加え、桑原、加藤
美穂子、栗田、奈良、中谷の諸先生ともしばしば顔を合せるようになった。
この宿舎での会話はサロン調のもの、大学のあり方やカリキュラムを問うも
のなど様々のことが話題になったが、先生方とのコミュニケーションを図る
のに大変役立った。
　この年の3年生ゼミ学生24名、学生が多く、運営に一工夫凝らした。即ち
ゼミを1班8名とし、A，B，C3組に分け、1ヶ月毎にAよりBへ、Bよ
りCへ、CよりAへと1人ずつ交代し、ゼミ全員の融和を図りながら、各班
毎で発表と討議を行わせた。その故か、このゼミは人数も多かったが大変ま
とまりもよく、卒業後も岡本ゼミO　B会の中心となり、現在も活躍している。
しかし多人数のゼミ運営はなかなか大変なので、それ以後は最大15～6人程
度になるよう調節をした。
　このゼミでは官能検査（sensory　test）の手法を用いて、ビールやジュー
スに対する実験を行った。この手法はマーケティング、特に製品企画や新製
品政策に対して重要な情報を提供するものである。ゼミ員はこれを体得する
とともに、その年の白鴎祭で「考える舌」と題し、ゼミの催しとして、来場
者にも実験を行った。この結果は白鴎大学新聞18号に掲載されている。
　スペイン語は1年生を担当した。必修選択であった当時の第2外国語は、
1年生は1週間に3回、即ち隔日に授業があった。ただし同じ先生が3コマ
担当するよりは、1コマは他の先生の方が学生も気分転換できるので、これ
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迄の1年生は高橋先生が2コマ、ジャケリン先生が1コマを担当してきた。
しかしこの年より大学定員増と、スペイン語の希望者が多く2クラスにせざ
るを得なかった。そこで1つのクラスは高橋先生一ジャケリン先生のコンビ、
もう1つのクラスが高橋先生一岡本のコンビとなった。
　そんな事情でスペイン語を持つはめになったが、私は大学でスペイン語を
専攻したわけではない。私がスペイン語を習い始めたいきさつは次のような
事情による。
　1968年までは欧米のみで開催されていた国際心理学会を東洋で初めて開く
ことになり、1972年日本がその開催を引き受けることになった。その時来日
されるスペイン、中南米の先生方は英語もできる方が大部分であるが、奥さ
ん方で英語のできる方は少ない。一方日本の心理学者でスペイン語ができる
者は独りもいなかった。誰かスペイン語を勉強するものはないかということ
になった。
　かねがねスペイン、中南米の文化に興味を持っていた私はこの機会にスペ
イン語を勉強しようと決心した。そこで開催の約1年半前、43才の時に日本
人の奥様であるアルゼンチン人について個人レッスンを受け始めた。
　語学が上達する秘訣は、強い動機と目標を持つことであると言われている
が、この時正にこれにあたっていた。1年半後には学者の奥様方に、日本の
ことを紹介でき、でき得るなら更に学会の討議にスペイン語の通訳ができる
までにしたいという目標を立てた。それを学会で宣言し、自己にも強いた。
勉強とは強いて勉める（努める）と書くが、その意味が初めて実感された。
　授業は週1回2時間であった。先生は日本語も堪能であったが、初めから
レッスンで日本語は一切使わず、スペイン語と身振り手振りのみということ
にした。スペイン語で何でもよい、分かる範囲で書く宿題も必ずあった。そ
れだけでは不十分であったので、スペイン語入門書とラジオのスペイン語講
座を繰り返し読み、聞くことに毎日最低3時間は割いた。時には大学の授業
や研究所の仕事に迷惑をかけたこともあったと思っている。
　街角でスペイン語が聞こえると、臆面もなく話し掛け、稽古台にした。日
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本でスペイン語の分かる人が少ないので、スペイン、中南米の観光客からは
歓迎され、だんだんスペイン語会話に自信が持てるようになった。
　いよいよ国際心理学会が開かれ、スペイン、中南米からも70人近くの方が
来日された。初日の懇親会でスペイン、中南米から来られた方に自己紹介、
どうやら意志疎通もでき、約20人の友人が新たに得られた。これらの友人と
は今でも文通を続けているし、お互いの家庭を訪問することもしばしばであ
る。
　その後上智大学のスペイン人の教授について約2年、個人授業を受け、特
に文法などより学問的な指導を受けた。
　このようなことで学習したスペイン語であるから、スペイン語の授業は、
課外授業として他大学で行ったことはあるが、正規授業としては初めてであ
る。教科書としてはESPA画0：L　EN　DIRECTOがよいと思っていたが、偶然
にもジャケリン先生も同じテキストを使っていたので大変よかった。高橋、
ジャケリン両先生とは、絶えず連絡を取り、慎重に授業を進めた。
　スペイン語の発音は、pe㎏（髪の毛）、pe辺（しかし）、pe塑（犬〉のアン
ダーラインの部分、即ち1a・1i・lu・1e・10，ra・h・ru・re・ro，rra・rn・
m1・rre・rro（これらの発音の区別をしっかり修得することは必要）を除く
と、それ以外は日本語の発音に大変よく似ており、日本人に馴染みやすい。
　しかしスペイン語履修で一番重要であり、かつ難所は、動詞の語尾変化と、
その意味を理解し、覚えることにある。なぜならばスペイン語は動詞の変化
により、主語と時制が何であるかが分かるようにできているからである。
　このスペイン語の特徴から、スペイン語は英語のように主語十動詞を初め
にという構文にこだわることなく、その構文で一番重点を置くところを前に
持ってくればよいとする自由さがあり、主語や動詞の位置をあまり窮屈に考
えないでもすむ。
　この動詞語尾変化の数例をcomer（食べる）の直接法現在で見ると、私が
食べるならcomo、君が食べるならcomas、彼が食べるならcome、我々が食
べるならcomemosで、いちいち主語を言わなくても誰が食べているかが分か
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る。
　これが直接法不定過去なら、私が食べたはcomf、君が食べたはcomes、直
接法未来なら、私が食べるでしょうはcomer6、君が食べるでしょうは
comerasとなる。主語が同じでも時制が違うと語尾も違ってくるのが分かる。
　この語尾変化の特徴がスペイン語を易しくもし、難しくもする。なおスペ
イン語には、英語にない接続法があり、それにも現在、過去、未来があるの
で、それと区別するために普通の現在、過去、未来を直接法と言っている。
　さて1年生は初めてスペイン語を学ぶのだから、それに親しませることを
第一義とし、上記の理由からまず短文の音読に重点を置く。その慣れにつれ
て意味をとり、そして動詞の活用に入る。こんな形でスペイン語の授業が始
まる。
　スペイン語の授業は90分の中で講義、実習の繰り返しとなるから、学生と
親密になる度合いは他の授業より強く、気分を弾ませるものがあった。
　またスペイン語のみならず、文化の違いにより我々の行動がどう違うか、
スペイン語を交え語ることは学生達にスペイン語学習の意欲を強めさせた。
例えば次のようである。
私が初めてメキシコに行き、友人の家で御馳走になった時、友の姉の前に
ある塩が欲しかったので
“PerdonラHaga　e1魚vor（1e　pasame　lasal．”
　「すみません、お塩を取って下さいませんか」とても丁寧に頼む。友の姉
が塩壷を私に差し出す。私もそれを手で受け取ろうとした時、私の隣りにい
た友の母が私の手を軽く叩き、
“Nodebestomarlacontumano”
　「あんたの手でそれを取っちゃ駄目」。思わず日本語で「え！」と私。
何かすごく失礼なことでも言ったか、したかという恐縮の気分。
（註）このスペイン語は第2人称表現で親しいものに使う。
　おかあさんが説明する。
「メキシコでは塩壷を渡された時は、相手がそれをテーブルの上に置くまで
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待つのよ。直接手渡しすると悪いことが起きるのよ。オルガは今それをテー
ブルに置こうとしたの。今は置いてあるから取っていいのよ」
　言葉もさることながら、文化の違いを理解してないと、とんでもないこと
をしでかすと痛感した。塩は清潔なもの、身を清めてくれるものは日本人の
イメージで、メキシコでは塩は不吉を呼ぶとする迷信があるから気をつけね
ばならぬ。こんな形で授業やゼミに打ち込み楽しい日々を送った。
　その年度も終りに近づいた1991年3月6旧、上岡学長逝去の報に接した。
かねてより体の不調を訴えられ静養されてはいたが、学長の言卜報は、寝耳に
水であった。それは学長の死というよりは、長年親しくしていた先輩の死と
いう感情であった。
　若い頃マーケティングや市場調査について議論を重ねた日々が蘇る。
　自鴎女子短期大学開学少し前「岡本君、とうとう短大ができるよ、一緒に
見に行こう」と誘われ、芝生はもう植え終っていたが、まだ土で覆われてい
た短大を見に行き、その夜職員宿舎で一泊。早稲田大学時代、学年は6年の
違いこそあれ、偶然同じであった担任の川又先生について語ったこと、大学
発展への抱負を熱っぽく私に語ってくれたことなど思い出せばきりがない。
法学部開設を念願し、その発足を翌年に控えていただけに、全く残念なこと
であった。
　上岡学長なき後理事長に上岡羊子氏、副理事長・副学長に上岡條二氏、学
長に原田俊夫先生が就任された。
　私が教務部長に就任したいきさつは以下のような次第である。
　1991年3月下旬、北川先生から
　「岡本先生、こちらへ来て戴けませんか」と呼び掛けられる。
　事務局横の応接間に行くと、原田学長がおられた。
　「先生、お呼びだてしてすみません。実は4月から教務部長をお願いした
　　いのですが。お引き受け下さいませんか」
　「教務部長ですか」ぐっと返事に詰まる。
　今まで他大学で学生部長を2度も勤めたので、学生部の仕事内容は殆ど分
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かっている。それで学生部長ならとお答えしたが、教務部長を担当して欲し
いということである。
　「出来ますかね」と私。
北川先生が
　「激職とは分かっていますが、先生が一番適任なので。よろしく」
　とおっしゃる。
91年度の担当コマ数も6コマと決まっていたが、それではとても教務部長
の職責を果たせないと思った。
　教務部長や学生部長になると大変多忙で、他大学では通常授業のコマ数も
1～2コマになる。新学期開始も目の前に迫っている。ぐずぐすしているわ
けにはゆかない。
　そこで、心理学は中谷先生に、スペイン語はジャケリン先生にお願いする
として、教務部長を引き受けることにした。
　それから4年問、教務部長を担当することになった。
　開学6年目、授業と、教務部長の両天秤、そのバランスを考えながら行動
を考える。
　教務部や教務委員会は、翌年開設となる法学部カリキュラムの編成も新た
に加わり、全員が多忙を極めていた。大学にいる間の授業を除く時問の殆ど
は、教務関係の仕事に時問を取られる。それまでは授業の合間を縫いながら
できた授業準備の時間が、取れなくなった。
　そんなことで毎週課するゼミ生レポートの添削に加え、授業の準備もすべ
て自宅で行うことが多くなった。
　岡本ゼミ3年生が読売新聞社主催の「ユーモア広告大賞大学サークル部門」
に参加したのもこの時であった。入賞を逸したのは残念であったが、この年
の自鴎祭で再度ゼミ生製作の広告を、来場者に評価してもらうことを考え
た。
　その方法はゼミ生自作広告2点と、新聞・雑誌広告から2点を選び、それ
をSD法（Semantic　d盤rential　method）で比較評価することであった。そ
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の結果自作広告の欠点がどこにあったかもはっきり掴むことができたが、こ
れらの企画・実施・反省はすべてゼミ生のみで行われ、彼らの自律性を育て
るのに大いに役立った。これについて詳しくは臼鴎大学新聞23号に掲載され
ている。
　岡本ゼミ4年生の卒業論文には、多田君の「価値感とライフスタイルの購
買行動への影響」・高橋さんの「イメージ好悪感情から来る購買行動」・岩
形（現姓中沢）さんの「女性の地位向上に伴う市場の変化」・石渡さんの
「ネーミングの機能」・菅原君の「威光財における女性の購買行動」・小原
さんの「1コイン硬貨の購買行動への影響」・福田さんの「色彩とイメー
ジ」・福井さんの「おしめの市場」・石田君の「テレビを視る」など消費者
行動を心理学的手法により分析し論述するものが多く見られた。
　教務の仕事内容が主としてカリキュラムと時間割編成にあることはある程
度分かっていたが、具体的になると分からないことも多々あった。そこで手
『始めにまず教務の仕事内容を具体的に掴むため、諸星さんや島村さんにいろ
いろ教えて戴いた。
　学則やその他の規定にも目を通したが、ここにはいくつかの問題点が目に
ついた。また教務委員会の仕事内容や任期についても検討した。
　これらのことや、多くの先生方からの御意見を伺っているうちに、もっと
も重要なことは、出来る限り早く経営学部のカリキュラムの検討とその改廃
にあると思った。
　そもそも白鴎大学設立にさいし、そのカリキュラムは、1983年頃文部省の
指導を受けながら考えたものであるが、科目（例えばコンピューター関連科
目）によっては時宜に適しないもの、或いは新設を考えねばならぬものなど
が見受けられて来た。
　一方学生側からも、卒業単位数を考慮しながら、科目選択を考えた場合、
殆どの科目が必修、または選択必修のため、科目選択幅の自由が狭過ぎると
する意見も出始めた。
　一方この頃から大学の自己点検が唱えられ、特に一般教養課程と専門課程
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の垣根を取り払うことが強調され、国立大学ではこの問題へ具体的に取り組
み初めていた。この外部環境の動きは、経営学部のカリキュラム改定への追
風ともなった。
　開学7年目、法学部がスタートした。学生数も増え、大学らしい雰囲気が
醸し出されてきた。一般教養課程は、経営学部と法学部は全く同じであるた
め、社会心理学の履修学生の増加が目立つ。
　カリキュラム改定の動きを反映したせいか、この年度岡本ゼミ4年生の山
崎、戸井田、伊藤、丸谷4君は、高校生と白鴎大学生を対象とし、白鴎大学
の認知、志望動機、カリキュラムヘの認知とその批判などを中心とした調査
を行った。その結果をそれぞれの立場から分析、「自鶴大学の広告戦略を問
う」と題する卒業論文が提出された。また飛鳥、長沼裕信両君が小山市の未
来像について、小山市民を対象とした調査を行い、それを卒業論文にまとめ、
古郡君がメセナ活動を分析し、マーケティングの立場からそれを論じた。ま
た県費留学生として岡本ゼミにいたブラジルの渡部マレリナとし子さんは
「祭」と題し、日本とブラジルの異文化研究を通しての論文をまとめた。
　法学部設立に伴い、学部間の問題調節や、大学全体に対する方針や問題を
討議するために学長、副学長、学部長、図書館長、教務部長、学生部長およ
びオブザーバーとして事務局長を加え、大学協議会が発足した。
　経営学部教授会、カリキュラム改革委員会と教務委員会ではカリキュラム
に対しそれぞれの立場から、具体的な問題を揖出、議論を重ねた。
　開学8年目、市場調査論では岡本ゼミの学生は全員参加しているので、班
別による実習も大変熱が入る。この班別実習を楽しみにして、非ゼミ学生が
市場調査論の履修者の中に多くなった。
　岡本ゼミの卒業論文では、経営と法学の狭間にある製造物責任法を取り上
げ、岡部君がそれに取り組み「製造物責任法のあり方とその問題点」と題し
卒論にまとめた。その際法学部の上田先生から国会における同法案成立の経
過や、法的立場からの実情や見解をおうかがいし、御指導も戴き大変お世話
になった。
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　法学部ができることによって、法学的観点と経営学的観点から論ぜられた
関連研究のはしりであり、今後この種の協同研究がより多くなされることが
望まれる。
　その頃バブル崩壊に伴いさまざまな問題点が吹き出し、マスコミの取り上
げ方にも多くの問題点が目立ってきた。吉田君はこの問題を取りあげ「バブ
ル崩壊後の消費者心理とメディア」と題し、特にマスメディァの消費者に及
ぽす影響について論じ、鈴木（現姓斎藤）さんはこれに関連し、宇都宮市に
おける主婦の販売店、特にスーパーの選択行動を分析し卒論とした。また金
澤（現姓荒木〉さんは、病院における待ち時問がもっと短縮できないものか
と考え、その実態を分析、それの対策として、病院は何をなすべきかをサー
ビスマーケティングの立場から論じ、それを「医療サービスの現状と分析」
とし提出した。
　宗教を広めてゆく過程を分析すると、それは全くマーケティングの応用で
はないかと感じた田村さんは自己の体験からこの問題を取り上げ、また八尋
君はこれまでの岡本ゼミで余暇市場について誰も論じてないので、それに取
り組み、若林さんは先輩の色彩研究を追試の形でまとめていった。
　それぞれの個性を発揮し特色ある卒論が出来上がった。
　カリキュラム問題ではゼミの新しいあり方、非ゼミ生を減らす方法、セメ
スター制の問題、必修科目と選択科目のあり方など各論に入ると、さまざま
な注文、問題が続出、その調整にはいずり回る日々が続く。
　しかし7月頃までにはどうやら調整も終り、おおかたの了承を得、教授会
での承認も受け、現在あるカリキュラムが出来上がった。
　このカリキュラムの最大の眼目は、1年次より経営学の専門科目に触れ、
大学の授業内容が高校のそれとは違うことを体験させ、大学生としての自覚
をより強く持ってもらうことにあった。
　そのため経営学、経済学、会計学、経営情報科学、国際経営論を1年次必
修とし、経営学のなんであるかを概略的に把握してもらい、更にこれらと関
連あるより専門的な科目、或いはそれら学問の思想的、思惟的、社会的な基
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盤となる科目を2年次以降で、積極的に選択し、体系的な知識獲得の修得を
目指したものである。
　一方の一つの特徴は、英語を3年生まで必修とし、特に3年次では会話に
重点をおき、入社試験における面接でも英語の力が発揮できるよう配慮した
ものである。
　必修科目は上記以外は1年次の第2外国語、健康とスポーツの2科目であ
り、これら以外はすべて選択科目となった。
　この新体系で心配されたのは、学生が上記の趣旨に沿って科目選択をして
くれるか否かであった。そこでこの趣旨を生かし、学生は目的をもって科目
選択をするための手引き書を作り、そこに科目選択のいくつかのモデルを示
した。
　しかし既に述べた様に、大学で何をなすべきか、初めからその目的がはっ
きりせずに入学して来る学生が多いので、この点を徹底させることが、この
新カリキュラムを成功させるか否かの分かれ目であると思った。
　この点と新カリキュラム上記2つの眼目についての了解が、教員や学生の
間でまだ十分とも思われないので、今後これらに十分留意した授業と指導が
行われることを望んで止まない。
　一方時間割編成については、専任教員は少なくとも3日は大学に出てもら
うことになっているが、2日にして欲しいという申出がよくあり、その先生
の説得に時問を取られることもしばしばであった。
　開学9年目、1994年4月、この年の経営学部入学者からこの新カリキュラ
ムが適用される。
　経営学部入学者への新カリキュラム説明のため、教務委員会と教務部では
3つの方法を取ることにした。1つ目はオリエンテーションの前に新入生全
員を体育館に集め、新カリキュラム説明会を開く。2つ目は学生リーダーと
して、2年生以上の学生から募ったものに新カリキュラムを理解してもらい、
オリエンテーションのクラス別集会で重ねて説明する。3つ目は教員、特に
担任から説明してもらうであった。
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　このようなことで新カリキュラムの出発が始まった。
　一方93年以前の入学者はこれまでのカリキュラム、それに法学部のカリキ
ュラムと合せて3本立ての体系があるので、学生の対応もそれに応じて行わ
なければならず、教務部の仕事は目の色を変えるような忙しさであった。
　この年社会心理学の授業を小山市民に開放した。受講料は2万円であった
が、そのうち1万円は市が負担するので受講者の実質負担は1万円である。
市民から10名の受講者があった。男性3名女性7名、年令では女性1名の20
才代を除き他は全て40～50才代の人々であった。社会人のみを対象にした講
義は今までも沢山やってきたが、学生の中に社会人が入り、それも1年問一
緒に授業するのは初めてである。
　そもそも社会人が授業やセミナーに参加する場合は、学生と違って何かを
掴んでやろうとする目的意識と参加意欲が非常に強い。受講態度も厳しく、
質問もよく飛び交う。このような雰囲気は学生にも強い刺激を与え、授業が
より活性化する。学生と社会人との質疑応答のやり取りも面白かった。
　学生と社会人との年令の違いは、丁度親子の年令にあたるので、社会人が
学生と接触することは、自分の息子や娘をよりよく理解するのに非常に役だ
ったという感想もあった。社会人の呼び掛けにより学生と一緒のコンパも開
かれた。この授業に加った西村さんは、翌年の岡本ゼミにも参加した。
　この市民開放講座が現在まで行われていることは大変歓迎すべきことであ
り、今後も是非継続して欲しい。
　私が小山市の「ごみ」分別に関する市民行動を心理学的に分析していたが、
この調査研究には岡本ゼミ4年生の、山川、登坂、檜山、石塚、本多、市毛
（現姓若月）、碓氷の諸君が積極的に協力してくれた。
　彼らのうち碓氷君を除いた諸君は、「ごみ」調査より得られデータを活用
し、小山市のごみ対策を論点として、卒論を書いた。
　碓氷君は「飛べない鴎一迫り来る学生減少に対応する大学経営への考察と
提言」と題し白鴎大学生の調査を通し、本学への満足度や問題点を明らかに
し、それへの対応を卒業論文にした。
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　主としてマーケティングの立場から伊藤君はテレビゲームの現状、篠崎君
は車内広告とその効果を、寺内さんは「化粧品の価格政策のゆくへ」と題し、
化粧品の価格を事例とし、価格破壊と今後の政策を論じた。小野さんは百貨
店におけるサービスのあり方をテーマに選び、現在勤務先の百貨店でそれを
実行に移している。
　心理学的観点から茂木さんは「ゆたかさ」と題し、物と心の豊かさの違い
を分析、この立場から大学生と高校生の豊かさに対する意識を調べ、更に高
齢社会における豊かさのあり方までを論じた。松原さんの「孤独感市場」は、
最近の学生には真の友人が少なく、孤独を託つ者が多いことから、孤独感を
心理的に定義し、孤独感の調査を行いその要因を分析した。そしてこの孤独
感を癒す商品や、コミュニケーションの手段が何かを明らかにした。
　マレーシアからの留学生のリムさんは、言語としてはマレー語、中国語、
インド語、英語が使用される多民族国家マレーシアの中における華人社会の
文化変容・同化・統合の過程を考察、このバイタリティが今後のマレーシア
のマーケティング発展につながると論じ、卒論とした。
　この年11月、恒例のゼミ説明会が開かれたが、1995年度からは2年生から
でもゼミを受講できるので、例年になく多くの学生が集まってきた。私にと
っては最後のゼミ生募集となる。2年生のゼミは3年生で終りになるとはい
え、4年次の就職活動の時、私が定年でいなくなるので、どうするか躊躇も
したが、結局のところ2年生ゼミの募集に踏み切った。
　1995年2月中旬、原田学長より、加藤経営学部長が他大学へ転出されるの
で、その後任を引き受けて欲しいという要請があった。教務部長以上に重い
職責であるので、いろいろの方の御意見もお伺いしたが、引き受けるべきで
あるという励ましを戴いたので、3代目の経営学部長をお引き受けすること
とし、3月上旬にその旨学長に御返事した。
　開学10年目、学部長として何をなすべき、これが当面の課題であった。何
しろ学部長になることは予期していなかったので、心構えが十分でなかった。
加藤前学部長との引継時に先生にうかがったがはっきりせず、学則をよく見
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ても明確でない。試しに他大学の学則を見てもやはり明瞭でない。しかし漠
然とではあるが、私が了解する範囲では学部長の職責は次のように考えた。
　学長を補佐する。時には大学を代表し内外のことにあたる。協議会の一員
として大学全体の立場からものごとを考えるとともに、学部の意向を表明す
る。学部教授会で議長として会の運行にあたり、学部の意向を把握するとと
もに、学部の方向性を示す。学部内の紛争や問題を処理し解決する。学部の
カリキュラムを常に検討する。そして学部内の人事を考えることなどであ
る。
　こんな観点から2年間学部長としての仕事をしてきた。
　新カリキュラムでは必修である専門5科目と英語のクラスは、教務委員会
と教務部で担当の先生と相談のうえ、どの先生がどのクラスを担当するかを
クラス単位で決めた。しかし1年間がたち、期末テストも終った時、学生か
ら同じ授業科目にもかかわらず、授業内容が違う、採点の基準が違うなどの
苦情が学長や、教務部や、私に申し出てくるものが跡を絶たない。
　これをほっておけば、学生達の学習意欲にもかかわると判断した。その対
策として関係科目担当の先生方に集まって戴き、学生からの苦情を話し、教
科の基準統一、特に試験への対策をお願いすることを考えた。
　ところが御承知のように大学では教科名が同じでも、先生のそれへの考え
や解釈が全く同じとは言えない。むしろ立場が全く対立することもありうる
ので、教科毎に担当の先生に集まって戴き教科内容をどう調節してゆくか議
論して戴くことにした。
　この趣旨の説明と推進は学部長の仕事だから、全ての会合に顔を出すこと
としたが、いざ先生方に集まってもらう段になると、専任の先生方全員が揃
うのは水曜日1日しかない。しかも現実に授業は進んでいるからそれと平行
する以外に方法はない。
　そこで水曜にこだわらず科目ごとで、先生のもっとも多く来られる日を選
び、会合を開いた。現実に担当科目ごとで議論を進めると平均してそれぞれ
3～4回の会合を持ったので、6科目合せると20数回の会合に出席し、その
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最後のものは10月半ばに及んだ。その結果共同執筆による教科書を編纂した
科目もあり、試験においても苦情がなくなった。ただ専任の先生方の意志の
疎通は早くいったとしても、新任の先生方や、非常勤の先生方との連係には
まだ不十分のところもあり、これは今後の課題として残っている。
　この年10月、学内研究会を活発にすることを狙い、白鴎大学ビジネス開発
研究所主催で研究フォーラムが行われることになり、第1回は私が「現代社
会の特徴と心への影響」と題し研究成果を発表した。第2回は11月に行われ、
岡本幹輝先生が「PL法施行とその背景」を発表された。これらの内容は自
鴎ビジネスレビュー第5巻に掲載されている。その後もこの催しが継続され
ており、学内によい刺激を与えていることは喜ばしいことである。
　市場調査論をゼミ代わりに選択する非ゼミの学生が増え、就職の推薦状を
依頼されることが多くなってきた。面接時に市場調査論から得られた体験を
基に語り、就職を決めたとの報告を受けた時は大変嬉しかった。
　この年度卒業の岡本ゼミには留学生が多く、彼らの活躍が目立った。陶君
の「中国経済成長のエンジンとしてのマーケティング」は中国の経済発展の
歴史を振り返りながら、今後の中国経済成長にマーケティングの手法をどの
ような面で応用できるかを検証したものである。張さんの「国際マーケティ
ング」は、多国籍企業における障壁と人事問題を論じたもの。施さんの「中
国20章」は、中国の文化歴史がマーケティングをどのように受け入れるか、
その可能性と疑問を述べたものであり、鄭さんの「ようこそ台湾へ」は台湾
の歴史と発展を中心とし、台湾における今後のマーケティング活動に触れた
ものである。ブラジルからの県費留学生武藤さんは、グローバルになりつつ
ある世界経済の動きに注目、国際的な広告のあり方を述べ、英語による論文
を提出。その題名は「Advertisingandpromotion」である。
　日本人では高橋さんは結婚式、葬式、正月、母の日、父の日、バレンタイ
ンデーなどを取り上げ、それに対する意見や行動を調査し、これらから来る
経済的効果を「セレモニーマーケット」としてまとめた。山田君の「書籍店
のマーケティング」、蓮見君の「価格破壊と流通革命」、斎藤君の「若者と車」
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など皆頑張った。
　2年生、3年生のゼミは金曜日2限と3限にし、昼休みは両学年のコミュ
ニケーションがはかれ、合同の行動がとれるよう配慮した。
　1996年1月23日（火）夜10時頃、自宅で資料整理中急に肩がものすごく疑
り、腕がしびれ、呼吸が苦しくなった。救急車を呼び病院へ行くことを考え
ているうち、いくらか楽になったので、それを見合わせ床に入った。
　この症状が心臓に関係あるのではないかと思い、翌朝早く掛かり付けの医
院へ行き、心電図をとってもらった。医師は
「岡本さん、ちょっと異常がありますね。循環器専門の医師に診てもらう必
要がありますね。私の2年下の者ですが、紹介しましょう。できるだけ早く
行って下さい」
「すぐですか、弱ったな、明日試験で、その採点もあるので」と私。
「それでは明日朝もう一度来てもらえますか」
　幸い翌日の社会心理学の試験は4限であるから、朝一番に診察してもらえ
れば試験に間に合う。
　もし試験日に事故があっても、試験問題が用意してあれば、誰かに試験の
実施を頼める。そんな思いと用心で、いつも試験問題は、試験日の1週間前
には刷り上げ、教務に預けてある。ところがこの時に限り何の用意もしてい
なかった。世の中というものはこんなものであろう。ファックスで問題を送
ることも考えたが、試験問題ではそれも揮られた。
　こんな事情で、25日朝再度診察を受けた。いまは落ちついているから大丈
夫でしょうとの医師の判断を受け大学へ赴き試験をし、答案を抱え帰宅し
た。
　レポートや試験の採点も急がねばならぬので、それらを済ませ、2月上旬
紹介された厚生中央病院循環器内科へ行き診察を受けた。幸い2月は授業が
ないので、この間病院で心電図、血液や尿による検査、レントゲンや超音波
（心エコー）による検査、ラジオァイソトープ検査などを受けたが、それら
の結果はいずれも虚血性心疾患を示した。最後にカテーテルによる検査を受
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けることになり、3月7日入院した。
　その結果心筋梗塞は起こしていないが、狭心症であり、冠動脈4ケ所に狭
窄があり、このままでは7月までは投薬で症状を押えることができても、7
月以降の生命の保証はないと言われた。
　そこで冠動脈バイパス手術に踏切り4月1日、その手術を新東京病院で受
けた。お蔭様で手術は成功し、予後も順調であった。入院中教職員を初め、
学生、卒業生など多くの方からお見舞いや励ましのお手紙、お電話など戴き
心の支えになった。
「大手術命永らえ春来る」「見舞い花しっかり咲いて春うらら」
　その御厚情に対し、この欄を借り、あらためて御礼申し上げる次第であ
る。
　開学11年目1996年度、自鴎大学最後の1年である。前述のように4月は入
院と退院後の自宅療養で授業はしなかった。
　5月9日この年度初めての授業を行う。退院後長い時間の外出はしてない
ので、家内も心配し大学まで付き添ってきた。自宅から大学までの車中の時
間がこんなに長いのかとつくづく感じた。車中での読書もこの時はできなか
った。
　4限の授業であるので、1時半頃大学へ着く。丁度居られた先生や職員の
方に挨拶した後、学部長室へ行くと、岡本ゼミの3、4年生が待っていた。
　社会心理学の受講者299人である。席一杯の学生を相手に4月休講の事情
を話す。10分話すと立っているのが辛く疲れがぐんと出てくる。15分休み授
業を再開、恒例のごとく私語はしない誓いをさせ、本格的な授業に入ったが、
体が辛いので、45分位でこの日の講義は終りとした。
　翌週は一人で大学へ行く。大分調子が良くなり、疲れがあるとしても、講
義時間中も休むことなく予定通りに進行した。その後おいおい体調も良くな
り、後期には殆ど元に復調した。
　ゼミ生は全員卒業論文を書くので、4月中は4年の石塚君、3年の島倉君
を中心として毎時間集まり、卒論を進めていた。
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　水曜日は朝から先生方や事務局との打ち合わせに、午後は教授会を初め各
種会合や委員会に顔を出すなどで、終日学務関係のことで1日が暮れてゆ
く。
　木曜は2時頃からゼミ生やその友人等が私の部屋に来る。4限の授業が終
るとそれに出席していた学生が、また部屋へ来る。金曜の2、3限はゼミの
時間、すべて卒論を書いているのでその指導は私の部屋でするが、その後授
業のないものはそこに残ってお互いに、時には私とさまざまな議論が展開さ
れてゆく。ノートパソコンで何やら書き込んでいるものもいる。総じて木、
金の私の部屋は学生のたまり場であった。私と相談がある先生や事務局の方
のために、よく学生に中座を求めることもあった。
　帰宅する時、リハビリも兼ね、できるだけ小山駅まで歩くようにしたが、
その時は石塚君や島倉君を初めゼミの誰かが必ず付き添い、荷物を持ってく
れた。
　4年生の石塚君は「本の購買動機」をテーマに選び、大学生を対象として
調査を行い卒論を進めた。大村君は「マーケティングの罪」と題し、マーケ
ティングの功罪を多くのマクロ的資料を引用し卒論を書いた。園部さんの
「目に見えない商品生命保険の販売」、野口実香子さんの「負けないマクドナ
ルド」、野口麻美子さんの「カタログ販売通信とその戦略」は主としてマー
ケティングの立場から、平山さんの「物と心の豊かさについて」と小池さん
の「ハイティンとマーケティング」は心理学的な立場からのものであった。
　中国の留学生の房（現姓堀田）さんやマレーシァのレオン君は、自国の産
業とマーケティングとの関係を論文とした。
　3年生の島倉君は白鴎大学や他大学の学生を調査し、授業・試験への意見
や読書傾向の資料を揃え、白鶴大学生と他大学生を比較し、本学学生の特徴
を描き出した。長野君は旅と旅行がどう違うか論理的な仮説を立て、自己の
自転車の旅であった人々の行動を心理学的に分析、その立証を試みた。
　川田さんはセレモニーの心理を、阿野さんは髪を染める心理をテーマとし、
長さんは消費者購買心理と価格にっいてそれぞれ論じた。
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　松本さんはサッカーを、山室君はコンピュターゲームをそれぞれマーケテ
ィングの立ち場から分析した。
　学部長としての大きな仕事は、1997年度に対する人的な面での体制作りに
多くの時問を割いた。即ち本年度で退任される先生方の後任人事や、経営学
部長候補者の投票やそれに伴う協議会関係の人事などであった。1997年3月
31日定年退職。
〔あとがき〕
　たしか1993年からだと思うが、職員宿舎が廃止され、いままでそこで泊ま
った先生も、大学で指定したホテルで泊まるようになった。私はパレスホテ
ルを定宿にしたが、大学からそこまで徒歩で約40分かかる。元々歩くことが
嫌いでない私はその間をよく歩き、そのたびにあちこちと道を変えた。
　春、小山の町は花が多い。桜、沈丁花、桃や梨や杏の花、チューリップ、
ヒヤシンス、シクラメンなど目を楽しませてくれる。初夏から夏、鯉幟がよ
く目につく。東京と違い緑が一段と濃い。紫陽花も色濃く大きく、日除け用
の糸瓜や南瓜花の黄色が目を惹く。秋、柿の色づきが早い、コスモスが乱れ
咲く。冬、冷気が鼻をうち、寒さが一段と身にしみる。お蔭様で小山市の四
季の移り変わりを身をもって味わった。
　さらに約20回に及ぶ小山市中央公民館主催の婦人学級、市民講座で講師と
して多くの市民の方と親しくなれたこともよい思い出である。
　なにかやと書き進んできたが、いずれにしろ11年間の自鴎大学の生活はの
んびりとはできなかったが、楽しく、充実したものであった。これもひとえ
に教職員の皆様の支えがあった賜物であり、ここに心から感謝の意を表する
次第である。
｝429一
